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卒業生を送るにあたって

この春めでた く医学士 ・看護学士の学位を取得さ

れる医学科第26期 生108名 な らびに看護学科第5期

生66名 の皆さんに心からお祝い申し上げます。

医学科では6年 、看護学科では4年 の間、学業や

課外活動に励み、知識、技術、倫理観それに人間関

係の大切さなどを充分に学ばれると共に多くの思い

出も作 られたことでしょう。これからは今までに得

られたあ らゆる事柄を活用 して、社会に貢献 される

ことを期待しています。

さて、ここ数年は医療の世界のみならず医学 ・看

護学教育の世界は変革の嵐にもまれ続けています。

特に皆さんは色々な変革の場面に立ち会う事の多い

運命にありました。

先ず、皆さん方は1日制度による国立大学の旭川医

科大学最後の卒業生 ということにな り、本学はこの

4月 から国立大学法人旭川医科大学 として、新 しい

制度で再出発します。また医学科の皆さんは旧カリ

キュラムの最後の学年で、クリニカル ・クラークシ

ップ制が実施されている次の学年の臨床実習を横 目

で見ながら、不満 も多かったのではないかと心配 し

ていました。また医学科の卒業後の臨床研修制度で

は義務化 とスーパーローテイトを最初に経験する学

年になります。 この制度もぎりぎりまで細部が確定

しなかったこともあり、さぞヤキモキされたと思っ

ています。一応マ ッチソグや処遇も概ね当初の予定

の様に運んでいるようですが、これからはそれぞれ

の研修病院で公表されているプログラムが実行さ

れ、臨床研修の実があがることを願っています。

このように医学 ・看護学教育の変革が求め られる

背景には医療の世界の激 しい変化 と社会の要求があ

るため と考 えられます。

すなわち爆発的とも言える医学の進歩によって、

臓器移植、生殖技術、遺伝子診断、遺伝子治療、再

生医療等の高度先進医療の話題を毎 日の新聞紙上等

で目にしない日がない程です。 これらの高度先進医

療を理解し、さらに発展させる高度な専門教育が求

められる一方、社会は 「ありふれた疾患をきちん と

旭川医科大学長 入 竹 直

診断 ・治療 し、緊急事態に対処できる医師」を求め

ています。これ らをバラソスよく両立させるために

も、卒後臨床研修の2年 間を有意義に過ごしてほし

いものと考えています。

また高齢化社会を迎えて疾病構造が変化し、成人

病あるいは生活習慣病といわれる難治の慢性疾患、

中枢神経系の異常による運動障害や痴呆などが著し

く増加 しています。それらに対応するために、医療、

看護、介護体制が大きく変化 しつつあ ります。すな

わち、より高いレペルの医療 と、それに伴う高いレ

ベルのケアが求められています。この医学の進歩を

理解 して、それに合った看護専門職 として、常に高

水準の質を備え持つことが必要にな ります。最近で

はそのなかでもより専門性に富んだ分野の看護が考

えられ、その専門家が養成されています。すなわち

特定の専門看護分野の知識 ・技術を深めた専門看護

師や創傷 ・オス トミー ・失禁(WOC)看 護やがん

化学療法 といった様 々な領域の認定看護師が活躍 し

ています。看護学科ご卒業の皆さんも幅広い知識や

技術を習得された後、さらに知識を深め、より専門

性の高い看護を目指 していただきたいと思います。

皆さんは今後、色々な場面で様々な変化や変革に

遭遇するに違いありません。 しかし旭川医科大学で

の生活で身に付けた「自らが問題を見つけ解決する」

能力を充分発揮して、いかなる変化にも対応 してく

ださるものと信じています。

最後に、皆さん方の先輩諸氏をも巻き込んだ医師

の名義貸し問題が世の巾から強 く指弾される事態 と

な りました。色々な背景があるとは言え、名義貸し

は違法なことです。大学 としても事の重大さを認識

し、充分な反省の トにたって、今後の改善策を考え

ています。人変心配をおかけ したことを申し訳な く

思っています。皆さんも医療者 として高い倫理感を

持って行動 していただくことをお願いします。

卒業生の皆さんのご健康 とご発展を心から祈念い

たします。
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第26期 生 を送 るにあた って

第26期 生.の皆 さん、ご卒業おめで とうご ざい ます。

皆 さんの第5・6学 年 とい う医学部最後の2年 間の

学年担 当教官 として、心 か らお祝い中 し、上 げます。

学年担 当を仰せつか うた当初は その仕事内容 をよ く

理解Lて お りませんでLた が、皆 さんか らさまざ ま

な相談 を受けている うちに、私 も学年担当教官 とし

て少 しは役に 立つ存在にな らなければ とい う気持 ち

になって きました。Lか し、2年 とい う歳 月は瞬 く

闘に過 ぎて しまい、1'分 なこ とが出 来たか どうか恢

rrた る患 いがあ りますO

皆 さんは、H,'rt代の変化 を直接受け ることになった

学年 といえる でし.r.う。 本学附属病院 が 人幅 な増改

築の時期 を迎え、L事 や病床数減少のために落 ら着

かない状況で臨床実 習に臨んだ こと、本学教 育カ リ

キ ュうムの改 革の 影響で1年 下の後藍 と ・緒 に臨床

実習 を行うことにな',た こ と、平成16年4月 から始

まるlr後 臨床研修制度に 対応 しなければな らなか.,

たこ とな ど、いろいろ呂=労が 多か ったの では ないか

と思 います,,し か し、 この激動 の時 期に直面 したこ

とを貴 重な経験 と〔.て捉 え、 これか らの 人生 に生か

Lて ほLい と思 い ます。 また、皆 さんの教育 に熱心

にカ、カ・わ ・・て くださ一った ・仁学教正職員や関連病院(1)皆

様への感謝 を忘 れないで下 さい。

皆 さんは、第5学 年秋に行われる客観的臨床能 ノ」

試験(oSCE)の 準備 として、その年の 夏か ら講義が

終 了した 夕方の時間を利 用 して、ビデ オで臨床実技

を勉強 したのを覚 えてい ますか。 また、その後、 多

くの教官 による実技指導 を熱心 に受け ました。 その

努 わの 甲斐あ'・て、皆 さんはOSCEに おいて優 れた

成績 を修めたわけです。oSCEの 模擬患 者の皆様 か

らも、高い評価 を受け まLた 。 これは、実技指導 に

携わった教官 に とって も、また、学年担 当教官 に と

って もうれ しかった ことであ り、 また、皆 さんの能

医学科第6学 年担当 千 葉 茂

力(磨 けば光 る能 ノ」)が 非常 に高い ことを示す エビ

'ノー ドであ ります
、,「医師 国家 試験1で もその能 力

を十=分 に発揮な さった ことと思 い ます。 良い結 果

を心待 ちに して お ります。

さて、私は、旭川医科大学 医学 部同窓 会長の 任を

仰せ つかってお りますので、 この場 をお借 りして、

皆 さんの ご卒 業 とこれに伴 う同窓 会人会 を心 からお

喜び 中 し上げます。 本学医学 部同窓 会は 、197Sa'1に

第1期 生(私 も1期 です)が 卒 業した ときに発足 し

ま し、た。 現在の会員数は2605名(第1-25期 生)で

あ ります。 同窓会員は、道 内は も らうん道 外や海外

で も活躍 してお ります。26期 の皆 さんの 卒業後 に進

む道はそれぞれ異なるか もしれ ませんが、いずれの

分野において も本学i'一 生 が着実 に ㍍派な仕 嚇を進

めてい ることに気づ くはず です。そ して、母校 の卒

業生同十 の絆 の人切 さを実感 する と思い ます。

本学卒業 後は、1社 会人1と しての、また、i医 師」

としての新 たな生活 が待 っています。社会は、皆 さ

んに厳 しい視線 を向ける と同時 に、大 きな期待を寄

せてい ます、、白分の心の中 に高 い目標 を掲 げ、 表来

に向けて 〃強 い ・歩 を踏み 出 してほ しい と心か ら願

ってい ます。

最後に、皆 さんの 卒業のはなむけ として、 この 、∫

葉を贈 りたい と思 います。 私のかつての留学 先であ

るカナ ダのブ リテrヅ シュ ・コロン ビア た学 に掲げ

られていた ラテン語で、その意味 する ところは とて

も深い と思われ ます。

Tuumetil

(lt'SUp{oyoU.そ れ は 、 あ な た 次 第 で あ る 。)

(精神医学講座 教授)



看護学科第5期 生の卒業を祝う

看護学科第4学年担当 石 川 一 志

(風のなかのす～ぱる 砂のなかのぎ～んが……♪)

ここに一枚の模造紙がある。7人 の学生それぞれ

の特徴をよくとらえた漫画が画かれている。これは、

第5期 生が入学 した平成12年4月 、白金温泉で新入

生宿泊研修が行われ、グループ毎に自己紹介をする

ことになった際にある新入生が画いたものである。

さすがに歳月を経てやや黄ばんではいるが、ある者

はバレーボールのレシープをし、ある者は自転車に

乗 り、ある者はセロを弾き、またある者は薬缶を持

ち、 というように様々な姿が描かれている。他のグ

ループの 自己紹介 も、二人羽織や座布団ゲームなど

の形式で趣向を凝らし、非常に個性的であったこと

を記憶 している。全員が大層溌刺 とし、元気に溢れ

ていた。

あれから早や4年 。3年 次編入生10名 を加えた66

名が学業を修め、卒業を迎えることとなった。振 り

返ってみると、入学時の元気の良さ、活発さは終始

変わらず、それがこのクラスの特徴であったように

思う。クラブ活動や学内の諸行事に積極的に参加し、

またボランティアやアルバイ トに精を出し、恋愛を

し、友人と旅行 したことなど、時々来室する学生達

の話題にのぼった。2年 生の時の医大祭では、有志

が 「バリア ・フリーからユニバーサルデザインへ」

と題する展示で医学展人賞に輝いた。単位互換制度

を利用 して北海道教育大学で単位を取得 したの もこ

のクラスの学生が初めてであった。最後までクラブ

活動を続けた学生も多 く、主将をつとめた学生は、

実習の際にまとめ役 としてその経験を生かし、 リー

ダーシップを発揮 したと聞いている。

ここ数年間で大学のまわりの様子 も大きく変わっ

た。それまで田や畑であった十地に新 しい住宅やア

パー トが次 々に建築された。ラー メソ屋、すし屋、

ハソバーグ店など、多 くの店がオープソした。これ

らの店でアルバイトをしている学生に度々出会うよ

うになった。以前、大学の近 くで20坪 ほどの畑を借

りて休日ごとに野菜作 りをしていたことがある。そ

の土地の上にも今では焼肉屋が建っている。余談に

なるが、当時90歳 に近かった地主さんが作る野菜は

どれも豊かでみごとなものであった。畑を借 りてい

た数年間は、地主さんが種を播けば種を播き、土寄

せをすれば土寄せをし、収穫の時期 もみ倣うという

ように、作 り方から作業の時期まで地主さんを手本

としていた。しかし、どの作物 も出来栄えでは到底

足元にも及ぱなかった。毎年ほとんど同じような作

業の繰 り返しをしているように見えたが、連作障害

が起きないように作付けの区画を変え、地力が落ち

れば堆肥を鋤き込み、除草や保温に手間をかけるな

ど、常に工夫を怠 らず、労を惜しまなかったことを

やがて知 った。

幸いなことに、 これを書いている時点でほとんど

の卒業生の就職が内定している。いよいよ4月 から

は各地の病院や保健所などで仕事に就 くことにな

る。言うまでもな く重い責任を伴 う仕事である。市

内のある病院の看護師から聞いたのだが、初めのう

ちは緊張感を持って仕事に臨み、毎 日が新鮮だった。

しかし、慣れて くるにしたがって単調な作業の繰 り

返 しであると感じるようになり、同時に、技術に妙

な過信を持つようになった。そのうち再度勉強する

機会があ り、それまで自分が見過ごしていたもの、

認識が不十分だったものが見えてきてからこの仕事

の本当の面白さ、奥深さが分ってきた という。患者

は、しっか りした技術を持っていて、予を抜かない

看護師には安心感を抱 く。昔、 といっても卒業生の

皆さんが生まれる前のことであるが、 ♪この世で ・

番大事なものは クルマでもない 名誉でもない

ましてお金ではない。粒々の粒々の汗をながせ ♪、

という歌が流行ったことがある。今回卒業する学生

は、元気なだけあって労を惜 しまず、汗をかく事が

できる者ばかりである。汗をかけるうちは幸せであ

る。 口々新鮮な気持ちで研鑛を積み、持ち前の活力

で仕事に遭進されるように願 っている。卒業おめで

とう。充実 した幸福な人生を。

(看護学講座 助教授)
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、準業にあた ウて

医学科第26期卒業生 川 合 かが り

国試 を 目前 に ひかえ、毎 日の大

半 の時 間、机 に向 ってい ます。 そ

ん な中、ふ と顔 を あげ る と ・枚 の

写真 に 目を とめ、 よ く思 い出す こ

とがあ ります。

半年 前、 毎 日テニ ス コー トの中

を走 りまわ っていた健康 的 な 日が

うそみたいだと。

私が所属 していた軟庭部は比較的体育会系の部活

で、夏になると毎 日部活があります。合宿などで長

い時間を共にすごしていると自然 と深いつきあいに

なっていき、た くさんの思い出があります。みんな

でがんばった練習、繰 り返 される朝までの飲み会、

試合で泣いた り笑ったりしたこと、この先経験する

ことのない、学生時代だけの貴重な思い出です。

50人 もの部活の人の中では、もちろん トラブルが

あったり、大会前に熱 くなりすぎて、ぶつかりあっ

たことなんかもあ りましたが、いろいろ考え方の違

う人の巾でやってい く難 しさや、人間関係を学んだ

ように思います。

そんな中で得た一番大きなものは、やは り、人 と

のつながりだと思います。冒頭にある 「写真」 とい

うのは、私 とそのペアの試合中の写真で、その後ろ

で応援 して くれている後輩が うつっているもので

す。隣にいて くれた仲間や、応援して くれていた後

輩、又、お世話になr)た 先輩、本当に大勢の人に支

えられていたのだと、その時はあまり意識していな

かったかもしれませんが、今、改めて思います。

部活だけではなく、この6年 間は、つらい時やテ

ス ト前の苦 しい時、いつもはげましあえる友人や、

応援 して くれる家族がいたか らこそ、がんばれたの

だと思います。今はそんな皆様に心からお礼を言い

たいです。

これから、医師 として働いてい く中で多 くの出会

いがあると思いますが、そこで出会った人 とのつな

がりを大切にしていきたいと思います。

「= コ

憾鱒 購 振り勲 亡

.一.
医学科第26期卒業生 坂 東 英 明

無事 に卒 業が決 ま り、 国家試験

まであ とおよそ1ヶ 月 となった今、

大 学生活6年 を振 り返 る と 「あ っ

とい う間 だ ったけ ど、本 当に充実

していた。」 とい った ところで しょ

うか。

6年 前、期 待 と緊 張を胸 に旭 川

に引っ越してきた日を今も鮮明に覚えています。高

校を卒業したばかりで顔も童顔な私にとって、同じ

学年の仲間がひどく大人に感じました。大学に入学

したら、バイ トも部活もやって、勉強 もがんばろう

と意気込んでいましたが、最初の頃は皆の後をつい

ていくのがやっとという感じでした。部活 とバイ ト

の両立がなかなかうまくできず、両方から怒 られひ

どく落ち込んだこともあ りましたが、友達に愚痴を

聞いてもらったり、励まされながら何 とか挫折せず

に最初の一年を終えることができました。その後も

英会話を始めた り、一人で海外旅行をしたりと次々

と新しいことに挑戦 してみました。高校までは本な

どはほ とんど読まなかったのですが、旭川の夜があ

まりにも静かだったこともあり、 自分でも驚 くくら

い本を読むようにもな りました。 もちろん思うよう

にいかなかったこともた くさんありましたが、毎年

自分が精神的に成艮しているように感 じました。高

校時代のひ弱な私を知 っている友人達は、以外にも

逞 しくなっている今の私を見て驚 くのではないでし

ょうか。

4月 からはいよいよ学生 という身分を終えて社会

人の仲間入 りをするわけですが、医師という責任の

ある職業につ くにあたって、旭川医科大学の6年 で

得た知識と経験を生かし少しでも社会に貢献できた

らと思います。そしてその中でまた日々自分が成長

しているのを感 じられたらと思います。

最後になりましたが、諸先生方、ともに学んだ同

学年の仲間、部活の先輩 ・後輩、陰で支えてくれた

両親、お世話になった皆さんに心から感謝の気持ち

を述べたいと思います。本当に6年 間あ りがとうご

ざいました。
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の ような場 所なの だろうな トとい う イメー ジを抱 く

ノ∫も少なか らずお られ るように思い ます、,実際私の

周 りて もそのような例は散 見され、祖 母なとは心配

にな って電 話 をかけ て くる程 でLた,、(私 とLて は

祖母 が 『おれおれ」詐欺にひ っかか らないか とい う

ことの ノ∫が余程心配なのですか、,)

この1=う にマ ス メデ でアの影響 は人変人き く、そ

Lて 氾、Lい かな最 近では1ド名義 貸t』 「医療 ミス』

な と医の 負の側而ばか りが取 りざた された結 果、医

師に対 する風'11た りは厳 し.いもの にな りつ つあるの

か現状 です,,昨 年1年 間臨床実 習で何 人かU)患 者様

を担 当させ て頂 き主Lた,,知 識 も技術 もそ'して医師

(ノ)資十各もな/・禾/、カ"Cき る こととし・・,ノ:二ら、患 名イ兼び)

話を聴 いてそれ 右隔指導 医に伝えるこ と位で、il.直 白

分の 存在意義が 見出せず歯痒 い思 いをす ることもL

ばLば でLたQし.か しそんな 日々の中私 を 芝えた も

のは 月並み かもしれ 皮せんが、やは り患 者様の笑顔

や喜びの声 で し.た。ll5:間の医師 に対す る視線 は 〔貢す

ます厳Lい もび)にな ・)てい くで しhう が、 これかL')

私に出来るのは現場 でただ ・歩 ・歩llijに進 んでい く

こ とだけです。 なにせ 「当件は 会議室ではな く現場

で起 きてい る』 のですか ら、、おっ とこれは違 う ドラ

マ でLた ね、、大変失礼致LまLた 。

「皆さん 『白い巨塔』見てらっしゃいますか?」

医学科第26期卒業生 森 川 文 淑

(
ti

愈砂

今 、TVド ラ マ 『白 い 巨 塔 』 力

友 変 な 人 気 の よ う で す 。 私 も 普r

ド ラ マ な ど あ ま り 見 な い の で す が 、

・二4)f乍 品 だ け はf列 外 て 毎 週 欠 力・さ

・ず 「一才5L・ 才5㌧ ・
、 こ/L、 ∠よ 十各攻∫び)㌧ ・㌧・

1ひ、者`1ごノう・})し ・プユこ㌧・,Lこiべ つ 「;ξ一才ヒ1こ

Lて も 黒 木 瞳 は 色 っ ぽ い な な 、

様 々 な 突'・ 込 み を 入 れ つ 一)楽 しん で お り ま す 。 あ ジ

郷 誌 で イ∫識 名が こ のf乍品 が こ れ ほ ど ま で の 支 持 をf

た 理 由 と して 以 ド(/)二点 を あ のこて お り ま し た 。

pl'役 級 の 豪1斥 な 俳 優 陣 を 揃 え た こ と

12実 際 の 医 師 のll!1己修 に 上 り医 療 現 場 び)リ ア ル

な 描 写 がnJ能 と な っ た こ と。

21に つ い て は お そ ら くIF術 場 で の 動 きや 病 棟 の 雰 囲

気 な ど 表 面1.(ノ)こ 、!二を し£っ て い る び)で し 」.うが 、1

ラ ＼・を 視1穂 し て い る ・般 の 方 は 「な る ほ ど 、 リア ル

と い う こ とは こ のf/1晶 全般 の こ と を 指 し て お り 、 今

も1体`ノ 状 学 病 院1よ こ の 、kうに1[態 然 とLた 伏 魔 殿

「
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卒業にあたって

看護学科第5期 卒業生 伊 東 沙 希

目前 に 控 え た 国 家 試 験 に 気 右陰と ら

れ て い る う らに 、 少 しず つ 卒 業 が 近

づ い て い る と い う 嚇 を 、 こ の 原 稿 を

書 きな が ら 、 改 め て 気 付 か され て い

ま す 。 確 実 に 一}年と い う 月 口が 流 れ

た の か と 思 う と 、 そ の 時 の 流 れ の 早

さ{こ只 々驚 ㌧ド(L量 長う1士力・り　(『ず、,

皆 そ れ ぞ れ 異 な る 個 性 を持 つ よ う に 、卒 業 生 は み な 、

そ れ ぞ れf固性 に あ ふ れ た 、 か け が え`ノ)ない 人学 生 活

右臨送 っ た の で は な い て し ょ う か 。

さ て 、 卒 業 を 迎 え る に あ た り、 や り残 し た 串 は あ

る た ろ う か … と 考 え た 時 、 い ろ い ろ と考 え て は み た

4)で す が 、 私 の 場 合は 特 に 見 当 た り ま せ ん で し た 。

も っ と 旅 行 をLた か 一,たな あ な と ヒを 見た ら き り は

あ り ま せ ん が 、 や りた い と思 っ て い た 事 は な ん だ か

全 て べ・つ 一(L虫 つ オニ様i為こ気 一(『、・を長・ずoと 　(もr甲f才t日L.h

れ と し た 気 持r,で す 。

4年 を か け て 石護 を 学:hで き ま した が 、 人 と と の

様 に 向 き 合'・て い くか と い う根 本的 な と こ ろ を 、 ・i.」

ぴ 直 ナ事 か で き た よ う に 思 い ます 、、 こ れ か ら は 、 机

上 て は な く、 臨 床 の 場 で 、 看 護 を 実 践Lな か ら 、 多

くの 事 を'学 ん で い き た い と考 え て い ま す 。

国尿 試験 が終 わるまで、なかなか 自rt1な時川 は、ち

りよぜんが、 国家試験が終 ってか らは、 卒業 まで残

された 人学 生活 を最後 まで楽 し.みたい と思 っていま

すuそ して今以1に た くさんの思い川 を作 コて、笑

顔 で卒業 ずるつ もりてす,,

新Lい 生活は 、期待 と1ζ安て胸かい っぱいですか、

この 左学生活 で得た もの ろ'忘れずに頑張'・ていけた

らいい と思 っています。

四{i間 を通 し.、多 くの方 々と出会えたllllは大学 牛

活における、 左きな財産 とな りまLた 。 その出会い

に心 か ら感謝 して います。 また、様 ノぐな 、レ:場か ら、

あたたか く見守 って下 さった方 々に も心 か ら仁5礼を

述へ たい と思 いますU木 当にあ りが とうごさいrkし

た、,

「卒業にあたって」

看護学科第5期 卒業生 野 尻 直 美

iし1イ1・、生二」晋生でi・肖f∫、 看∠、仁t看 護 学 季交を 辞

め ま し た 。 た また ま 踏 み 込 ん だ11

`ノ)〕近を 、 小こ格 白勺1こ歩 ぜfプこ・ゾ)人学 」筐学

を 決 意 し.たか ら で す 。 「再 受 験 し て

も 受 か る 保=証 は な い 〔■ と い う 椰 楡

の 中 、 丙辛産)る と い う/k斤 は 、 た っ た

18年 の 人 生 で は あ り まLた が 、 最 も

勇 気 の い る こ と だ っ た と思 い ます 。 応 援Lて くれ た

の は 、 友 人 、 そLて 、 母 でLた 、,「1白:美な ら や れ る

よ。」 と い う 励 ま し の 育 葉 が な け れ ば 、 こ の 学 校 に

は い ら れ な か っ た か も し れ ま せ ん 。 「離 れ て も 同 じ

石,」些`ノ)」直オ三力、ら 、 ㌧ゾ)カ ・∫ヤえ る 。」 とi.fり 六三し 　(く

れ た 友 人 に 感 謝 し て い ま す 。

四/1、 友 人 た ち と も 離 れ 旭 川 で び)大 学 生 活 が ス

7・ 一ト⊂,親 元 を 離 れ 白 由 を 謳 歌Lて い た は ず か 、 人

学Lた て の 熱 気 も 冷 め 始 め た 五 月 。 「勉 強 し な い

の?」 と急 きた て る 声 も 聞 こ え ず 、 自 分 の 声 だ け が

響 く毎 日 に 、 寂 し さ を 感 じ て い ま1た 。 そ/,な 時 母

か ら 電 話 、,「も し も し?1い つ も と か わ ビ・な し・声 を

聞 い て1・ 覚 に も 涙 。 「一・丁 前 に ホ ー ム シ ・バ7?1と

か ら か う 母 に 腹 をv_て 、 慌 て て 電 話 を 切 り ま した 、、

五 分 後 、再 ぴ 母 か ら 電 話 。「食 べ て る?友 達 で き た?i

∫供 扱 い す る と内 心4く快 に 思 う私 に 、 「さ っ きの 声 、

ら/=っ と 変 だ'・ た か ら 心 配 に な っ て 、,1た 学 生 に な

っ た 、親 兀離 れ た 、死 な な い 程 度 にrl炊 も し て る し、

ら よっ と 人ご人iこなン 、ノ:二と 旭し ・て い 玄Lたoで す が 、

少 し(ノ)変丁ヒで も 見ヨ友い て し ま う、 や 一・ぱ り 母 に は か

な わ な い 、,い つ も 見守 っ て くれ て い る こ と を 実 感 し

主 し た 。

人 間 は ・人 で は 生 き て は い け な い 、 い つ も だ れ か

に 見守 ら れ て い る 、 とは よ くい い 、貰す が 本 当 だ と実

感Lて い ま す 。 寂 し い 時 共 に 騒 い で くれ た 友 達 、 感

傷 等 感 じ さ せ な い ほ ど忙Lく 勉 強 に 打 ち 込 ま ぜて く

れ た 先 生 方 、 一三食 の うr,一 食 は ま と4,な も の を 食 べ

さ せ て くれ た 食 堂 の お ば さん 、 ど の 人 も私 の 四 年 間

に は 欠 か せ な い 方達 で す 。 人切 な 人 と離 れ る こ と は

寂 し い の で す が 、 い つ か 、 偶 然 再 会 で き る こ とを 信

じ て こ の 別 れ を 楽 し ん で み よ う と思 っ て い ま す 、,
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退官にあた って

歯科ロ腔外科学講座

昭和52年11月 、附属病院が開院 して.「度1年 後に

歯科口腔外科の担当を命じられて着任致しました。

まさに"光 陰矢のごとし"、 あれから26年 間と4

か月もの期間が経過した とはまだ信 じられなく、何

度 も指折 り数えて確認している次第です。

着任 と同時に、 うれ しいことではありますが診療

内容はかなり 「きつい」ものとな りました。これま

では道央、道北、道東地区に口腔外科を担当する医

療機関がまった く無 く、すべて札幌の北大、札幌医

大に患者を送るしかなかったのが、本学の附属病院

に歯科口腔外科が設置されたからです。 これらの地

区の紹介医 と特に患者さんにとっては大きな貢献が

できることになったと感 じたものです。

歯科の診療機関からは口腔の腫瘍を疑 うもの、炎

症性 ・嚢胞性疾患、顎骨の変形症、あるいは一般歯

科で可能な治療ではあるが、内科的に重大な疾患を

持つ患者などの紹介が多く、医科の診療機関からは、

口唇 ・顎 ・口蓋裂、顎骨骨折を伴う外傷性疾患、顎

骨骨髄炎や顔面 ・頚部の蜂窩織炎、良性および悪性

腫瘍、三叉神経痛を主とする顔面の神経性疾患など

が主な紹介患者であ りました。

限られたベ ット数が頭痛の種で、悪性腫瘍のよう

な大きな手術は、術後の安定を確認すると直ちにili

内の関連病院に移して、次の手術患者を入院させる、

救急病院に搬送された顔面外傷の手術依頼は、その

病院に出向いて手術を行なう、という方式でや りく

りしてお りました。

その一方では、医局員の手術能力の養成のために、

止むを得ないことですが多大な時間を取 らねばな り

ません。悪性腫瘍の頚部郭清術は、2～3時 間の手

術時間ですが、指導千術 となると倍の時間を要 しま

す。このような経過を経て、複数の認定医および専

一9

教授 北 進 一・

門医(指 導医)を 養成すると、やっと自分の時間が

得られることになります。

8年 間が経過 して、教授会のご理解 とご協力のお

陰で、昭和60年4月 から医学部の講座に昇格とな り

ました。新 しく講座研究棟 も完成 し、講座研究費も

配当され、歯科口腔外科学が必修科 目とな り、新た

な感動 と充実感に満ちた生活を迎えることにな りま

した。 しかし、教官定数は、教授1、 助教授1、 講

師2、 助手1だ けであり、今後 とも助手の定数増は

殆んど期待できない状況にあると思います。

医 学 部 の学 生 に 対 す る教 育 は 、 口腔 科 学

(Stomatology)の 基本的な知識を持ってもらうこ

とをその 目的と致 しました。すなわち、口腔の生理

的機能、口腔特布の疾患、全身 と口腔症状の関わり

が理解できる医師の育成を目指す ことにしたわけで

す。

その結果、育成にどれほどの貢献がで きたのか、

はなはだ心もとない限 りですが、時には教育効果を

感 じて とても嬉しくなることがあります。最近の例

では、心内膜炎の患者の担当医(本 学出身)が 、そ

の背景に歯性病巣感染症を疑って、Il腔 に存在する

慢性病巣の検査 と処置を依頼 して受診させたことで

す。検査の結果、多数のう蝕 と顎骨内の根尖病巣、

歯周炎があり、これらの慢性病巣をすべて除去 した

結果、心内膜炎の治療結果はきわめて良好であった、

との報告があ りました。

今後 とも本学に歯科口腔外科学の教育が存続致 し

ますことを切に願う次第です。

また、この4月 からはいよいよ国立大学法人化へ

の移行となり、人きな変革への節 目の年 とな ります。

本学の今後益 々のご発展を心より祈念致 しまして、

退官に際してのご挨拶に換えさせていただきます。



生理学第二講座に着任して

生理学第二講座教授 柏 柳 誠

私は、 左学 牛の時 か ら ・貫 して薬学 部に在 籍/.な

がら、嗅覚お よび味覚 に関す る分野 を生理学 的に研

究 して きました。 薬学 部に おいて生理学 的 な研究

をしているとは」 と奇異 に感 じる 方が 多い と思いま

すが、そーの「1J象は間遼'・てお らず、 日本薬学 会の中

では片fで も数える ことがで きる くらいの少数派 で

す。 私が薬学 部にいなが ら生理学的な研究 を始める

ことにな ったのは、人学 当時の北海道 人学 の制度に

eく 起因する もの と思 われ ます、,3〔〕年ほ ど前の北

海道 人学:の場 合1よ、農 ・L・ 理 ・薬 ・獣医 に進学 を

希望する学生は、」里類 とい うきわめて大 くくりの グ

ル・一プで 募集されてい ました。理 類に 人学 した私か

薬学 部を選 んだび)は、J,1礎的 な生物学 と化学 を学べ

る ト、就1職に困 らノよい薬斉llr師とい う資 格を取 れるL

いうそれほ 、ビ1戒弓長るこ、L二が出*iな い」里lll'でしたり程、

の ような学 生 を数 多 く受 け 入れる薬学 部では、薬に

あ1長 り縛 られ な い研 究 が数 勿 く展開 されて い まし

た、,その中で、偶 然、嗅 覚 と味覚 を専門 とす る生理

学 に川会い、現 在 も研究 を続け てお ります。

ヒ トより4,ド 等な動物 では、嗅覚 ・味覚の喪失は

捕 食 者に より殺害 される、餌 を 見つけ るこ とがで ぎ

ずに餓死 して しよう、毒物 を摂取Lて 死に至 る とい

うkう に、生死に深 く関わる 巾:要な感覚 です。 一ノ∫、

ヒ トにおいては、心臓の機能 を失 うこ とは直r,に 死

に直結Lrす が、嗅覚 ・味覚の機能 を失'、て も1ド〔ら

に死 を迎 えるわけではあ りません、,LかLな が ら、

占代コ ジプ トの畔画 に香汕 を体に喉 っている場 面か

描 かれているkう に、香 りは ヒ トの生活を彩 る重 要

な要素 として長 く存在L続 けて き虫Lた,,ま た、 各

国の料岬が長 い歴 史をもって絶 え間な く進 化L続 け

ている とい うこ とは、食 とい うものは 単に栄 養を摂

取す るためだけ ではない、 豊かな 人間生活 を送 るた

めに欠 くこ とので きない 要素 とな 一・てる ことを雄 弁

に物 語ってい よす、,

1980イi代 の初頭 までは、味細胞は電 気的 にはサ で

レ ン トな 細 胞 で あ る と考 え ら れ て い 皮Lた 、,私 は 微

小 力 う ス 電 極 を 苫 労 し て 味 細 胞 に 挿 入 〔.て、 味 細 胞

で 伝 達 物 質 の 放 出 に 必 要 な 活 動 電 位 か 牛 ず る こ と ろ'

世 界 に 先 駆 け て 示LまLた,,そ の 後 、1990{1に ノ・一

べ1レ 賞 を 受 賞 したNeherとSakmam1が 開 発Lた パ ッ

チ7ラ ン プ 法 の 感 覚 生 理 学 の 分 野 へ の 応111に よ り 、

味 細 胞 や 嗅 細 胞 の よ う に 細 胞 が 小 さ い も の で も電 気

生 理 学 的 な 解 析 が 容 易 に な り ま し た 、,こ のr法 を 川

い る こ とに よ り 、1990年 び)後'「 に1よ 、 哺 孚L動物Lノ)『ノ

こ一 」モ ン 受 容 細 胞 か らllll.接フ ェ ロ モ ン応 答 を 記 録 一」一

る こ とに 世 界 で 初 め て 成 功 して 、,,;,,容細 胞 レベ ル で

の フ 」 ロ モ ン 受 容 機 構 を 鮒 リjする こ と が で き ま 〔

た 。 こ れ ド)(/)成果1よ 、J.Physiol,やAm.J.Physi`)1.

と い っ た 生 理 学 の 専 門 誌 に 発 表L戯 た が 、lli渚 の

糸吉果 は 禾∠、カ㍉発 表Lた イ{・と同 イ1・、f妾 者 昏よ零!イllこそ れ そ

れScienceとNatureCこ 」ア メ リ カ(ノ)学 肖 に 、}こり 確1認 さ

れ る よ う な 形 で 発 表 され まLた 、、

旭 川 は 、 私 が 留 学 し て い た ド イ・ソの フ ワ ン スll1境

の 近 くの 人学 町HOmburgに よ く似 て い ま す 、,Ilom-

burgで も、 街 の ⊥ た る1%k業 の 一一一つ は 医 学 部 と 付 属

病 院 で し た 。 第 二生 理 学 教 室 に 属 し て い たi,in-

CICIl1RI111教授 の 研 究 室 は 、 ス 知 ゾ ノは 数 人 と{1;1て

数 は 多 く は 有 り ま せ ん でLた が 、 賢 の 高 い 論 奴 ・幼 ∫

年 発 表 し 一(い ま し た 、,こ の たy)、LilldCmalln教 授

は 味 と 匂 い の 分 野 で は 比 較tl'J新 参 若 で あ りな か ら も

Natureで 総 説 を 書 く機 会 を 与壽.ら れ る よ う に111411iii

さ れ て い ま した 。 奇 し.く も 、 留 学 先 と同 じ笛=生 埋

学 講 座 々 担 当 さ せ て い た だ く機 会 を し え て(た さ い

ま 〔.たこ とは 、 何 ら か の 因 縁 を 感 じ ま す 。 そ(/)因 縁

を 活 か す よ う 、 大 き な 研 究 室 で は な く と も イボ1実な 歩

み を 進 め て い き 、 今 ま で 著 者 とLて 掲 載 さ れ た こ と

が な いNatureやScienceに 発 表 で き る 上 う な 成 果 な

上 け 、 旭 川 医 科一人学 に 少 し で も 貞 献 しf二い も`ノ)と念

Lて お り ま す 。

10
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糖尿病と合併症の克服をめざして

(教授就任のご挨拶)

2003年12月1日 より、牧野勲名誉教授の後任 とし

て、内科学第二講座を担当させて頂いております。

私は、和歌山県で生まれ、北アルプスの麓、長野県

大町市で育ち、三重県の高校を経て、人阪大学医学

部を1976年 に卒業 しました。卒後研修の後、本学 よ

り2年 遅れて開学 した滋賀医科大学にまいりまし

た。1980年 から1982年の2年 半の米国留学期間を除

き、20年 以上を滋賀医科人学で過ごした後、本学に

赴任いたしました。
一般研修終r後 は 「糖尿病」の診療 ・研究を志 し、

米国シカゴ大学留学中は異常 インスリンによる糖尿

病症例のインスリソ遺伝子を解析する機会を得まし

た。この症例は、遺伝子異常による糖尿病同定の端

緒 となった症例で、その後、インスリン受容体異常

症、 ミトコンドリア遺伝子異常による糖尿病、ある

種の転写因子異常による糖尿病などが続々と同定さ

れています。

さて現在、糖尿病の増加が問題になっています。

2000年の糖尿病症例数は全世界で1億5100万 人です

が、10年後の2010年 には2億2100万 人と46%増 加す

るとされております。最 も増加率の多い地域が我が

国を含むアジア地域で、10年間に57%の 増加が見込

まれています。我が国の2002年 の調査では、糖尿病

が強 く疑われる人が740万 人、糖尿病の可能性を否

定できない人を含めると1,620万 人に達しています。

この様な糖尿病の増加は、糖尿病疾患感受性遺伝子

を有している人に、脂肪摂取の増加による肥満 ・イ

ソスリソ抵抗性 と自動車の普及による運動不足が加

わったことによる、 と考えられています。これらの

生活習慣の改善が重要なのですが、それが困難であ

ることも事実です。そこで、糖尿病疾患感受性遺伝

子の同定 とテーラーメイド医療、インスリン産生細

胞の構築を主とする再生医療が模索されており、私

共もこれらの全国規模の研究に加わってまいりまし

た。

私 自身は米国から帰国後、糖尿病性血管合併症特

内科学第二講座 教授 羽 田 勝 計

に腎症の診療 ・研究に従事し、現在に至っておりま

す。糖尿病はインスリン分泌障害 ・作用不足により

血糖値が上昇する代謝疾患ですが、最も重要な点は、

全身の血管 を障害す る血管病である点だ と思いま

す。すなわち、糖尿病網膜症は成人失明原因の第一

位であ り、腎症は透析療法導入原因の第一位です。

さらに、神経障害 と末梢血管障害は下肢切断原因の

第一位であ り、脳梗塞 ・心筋梗塞 ともに非糖尿病者

の数倍の頻度で生じます。 この様な血管合併症の克

服こそが糖尿病の真の治療 目標 と考え、研究活動を

行ってきました。 これまでに、い くつかの治療標的

分子の同定 とその制御法の開発を行い、少な くとも

動物レベルでは腎症を含む血管合併症の発症 ・進展

を抑制することが可能 となってきています。なかで

も、プロテイソキナーゼC(PKC)活 性化が、現

時点で最 も注 目されている標的分了の 一つです。す

でに経 口投与可能なPKC阻 害薬が開発 され、種 々

の血管合併症を対象に、臨床試験が開始されていま

す。また、血管合併症特に腎症にも遺伝因子が関与

していることが、これまでの疫学調査から明らかに

されています。現在、種々の解析法を用い、ゲノム

ワイドな腎症疾患感受性遺伝子の検索を多施設共同

研究で行っております。この様な遺伝子が同定され

ると、その遺伝了を有 している症例に積極的な介入

を行うことが可能 となると共に、遺伝子産物を標的

とした新たな創薬も可能になると考えられます。

この様に、糖尿病および血管合併症の克服をめざ

して新 しい技術を用いた画期的な治療法の開発が進

められてお り、私 も今後 ともその一翼を担うべ く全

力を尽 くし、旭川医科大学から新しい情報を世界に

向けて発信したいと考えております。一方で、この

様な治療法が臨床応用されるまでは、地域に密着し

た地道な診療活動の継続が必要であ ります。 この両

者の達成には、学内各部署のご協力が必須であ り、

是非ご指導、ご支援を賜 りますよう宜 しくお願い申

し上げます。
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鱒…職劃 返つて

医学科第1学 年 鷹 架 健 一

昨年4月 、僕はこの旭川医科大

学に入学 した。なん と、あれから

もう1年 が経 とうとしている。去

年は入学をかけて奮闘 し、今は進

級をかけて奮闘している。

期待を胸に新 しい生活はよかっ

た。学校では友達は皆いい人に見

えたが、 まだ緊張 していて本性 が出て いない人が多

か った。初 めての 一人暮 らしも制約な しの 自由な生

活が最高だったが、朝 ・晩2回 も自分の作 るまずい

飯を食べなければな らないのは最低 だ というこ とに

その時はまだ気づ いていなかった。 この試験期間、

体に悪 い食事 を続け るのは本当に よ くない としみ じ

み感 じる。一人 前の医師になるには時 間がかかるが、

やっ と一人前や～!… で も、 もう寿命 や～!で は し

ゃれにな らない。

どうや ら、部活について語 るべ き時 が来た ようだ。

僕 はソフ トテニ ス部に所属、練 習はシーズン中週6

日、 日が暮れてボールが見えな くなるまで続ける。

さすが別名、旭川体育大学。だが、体育系の熱さは

練習だけではない。他大学 との飲み会は試合前だろ

うとなんだろうと関係なく、むしろ試合前に行われ

るぺ き恒例行事とされているのではなかろうか。こ

の ・次予選を突破 した者だけが本試合に参加でき

る。翌朝、 ・次予選で半死の重症を負いなかなか来

ない先輩。しかしゲロを吐 きなが らさっそうと現れ

た彼は勝ち進み、 ドラマチ ヅクな逆転勝利(と いう

のか!?)と りあえずこんな感 じですな。

部活 もいいが本業についても語るべき時が来たよ

うだ。講義の形式は高校の頃 と異な り新鮮な実習が

多い。実習には医療施設に赴 きいろいろ と貴重な体

験ができる早期体験実習 ・身近な問題について議論

しあうチュー トリアル ・チャイニーズハムスターの

解剖で有名な生物実習 ・手に汗握る物理実習 ・足に

汗握る統計実習 ・進級最大の砦、冷や汗握 る組織実

習などがある。どれも汗臭い、いや、熱い実習だっ

た。

さて、これから後少な くとも5年 間この大学で勉

強してい くわけですが、これからもっともっといろ

いろなことに挑戦して、積極的に旭川ら一めんを食

べて頑張っていきたい と思います。

一 一

騨!!!l/!i灘墾軸 勤 て

医学科第1学 年 高 橋 利 英

私がこの大学 に入学 してから1

年が経つ。入学当時、千葉県出身

1の 私に とって旭川の厳 しい寒さは}
耐えがたいものであったが今 とな

ってはその寒 さにも慣れ、む しろ

北海道の雄大な 自然を満喫する余

裕さえでてきた。旭川は北海道の

ほぼ中央に位置するため道内の各地に行きやすい。

私も長期休暇や試験後は小樽の美しい町並みや函館

のすばらしい夜景、そ して富良野の広大なラベソ

ダー畑などを見て心を和ませた。さらに旭川冬祭 り

や札幌雪祭 りは雪が初めてだった私にとって非常に

感動的だった。 このような大自然の中で大学生活を

送れたことは私の生涯の思い出となるだろう。

医学部 とは言っても1年 生で勉強したことは一般

教養が大半であった。それでも他の総合大学 とは違

って組織学など専門的なことも勉強 した。そのよう

な講義の時は自分が医学部に在籍 していることを改

あて実感することができ、その実感が勉学に取 り組

む姿勢を支えて くれた。また、前期には新入生研修

や早期体験実習など多くの良い刺激があ り大学生活

が単調でつまらないもの となることは決 してなかっ

た。

さて、私は臨床医になりた くてこの大学に入学 し

た。具体的にどのような臨床医になってどのような

ことがしたいのかはまだ分からない。大学生活はそ

の答えを見つけ出す場でもある。幸い私はこの1年

間で多くのすばらしい友人や先輩方と巡 り会うこと

ができた。この春に入学 して くる後輩たちとの関 り

合いも私の大学生活をさらに充実したものにして く

れるだろう。 このような人たち との様 々な体験や勉

学で学び得るものが私の将来を決める重要な要素に

きっとなる。非常に短い1年 間ではあったが、この

1年 間は今後の私の大学生活、ひいては今後の私の

人生の確かな基盤 となるだろう。今の気持ちを初心

としていつまでも胸に抱 きしめながらあらゆる困難

に立ち向かってい く、そのような今後を歩みたい。
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【年を振 り返 って

一一.

看護学科第1学 年 浅 石 里 沙

この1年 間は、本 当 にあ っ とい

う間で した。 入学 当時、親 元をは

なれての は じめての 生活が は じま

り、 不安 でい っぱ いだ った こ とを

覚 えています。 また、 それ以上 に、

大学 生活、 自分の選 んだ看護 の道

の勉強 をす ることがで きるの だ と、

わ くわ くし、期待 もとて も大きか ったです。そ んな

昨年の春か ら、 もう1年 も経 ちます。 この医大です

ご した1年 間、た くさんの こ とを学 び、毎 日を楽 し

くすごして きま した。

4月 は、入学式、新歓 合宿 と初 めか ら、大学のす

ごさに驚か されま した。授業がは じま り、部活 に も

入 りました。 前期 は、行事 もあ り、暇 な時間 も多か

ったので、 自分のペ ースをつかむのに、 とて もいい

時期だ った と思います。前期のテ ス トは、教科 も多

く、大変で したが、何 とかの りこえ ることがで き、

後期 に進む ことができました。後期は、実習 とレポー

トに追われ、気がつ くと年末 とい うよ うな、忙が し

い時期で した。 また、週 に2回 基礎看護技術の授業

もあ り、実際に看護 とい う仕事 に密着 した授業で、

毎回緊張 し、学 ぶ ことが、 とて も多かった と思 いま

す。冬季休業が終 わる と基礎看護実習 があ りま した。

実際に病院へ行 き、患 者さん と接 し、学 内の授業 だ

けでは、学 べない ことをた くさん学 ぶ ことができま

した。 この初 めての基礎看護実習 は、 これか ら看護

の勉強を してい く上 で も、看護師 になって か らも、

忘れ られない、大変心 に残 る実習 になった と思 いま

す。

この1年 間、友達 の大切 さ も強 く感 じま した。辛

い こ とや、悲 しい こともいろいろあ りま した。看護

の道に進むのに不安 を感 じたこ ともあ ります。 しか

し、そのたび友達 が一緒 にがんば ろう とな ぐさめて

くれた り、話 を きいて くれま した。1人 暮 らしで、

淋 しい思いをする こともあ りま したが、そ んな とき

も友達がな ぐさめて くれま した。友達の おかげで、

辛い こ とも乗 りこえる ことがで き、1年 間頑張 るこ

とがで きま した。

この1年 間本 当にた くさんの こ とを学ぶ ことがで

きま した。 人学 生活残 り3年 、悔いの残 らないよ う

に、精 い っぱい頑張 っていこう と思います。

E

f
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一年を振 り返って

へ
看護学科1年 板 谷 麻 美

去 年の春 、私 たちが この 大学 に

入学 してか ら早 くも一年 が経 とう

としてい ます。 ものす ご く早 く過

ぎ去 って しまいま したが、改めて

振 り返 ってみ る と、初め て住む旭

川で、初 めて 出会 う人た ち と 一緒

にい ろんな こ とを体験 し、経験 で

きま した。最初は、 初めての一人暮 らし、新 しい生

活 で、毎 日が新鮮 で、 とにか く周 りの環境 に慣れ る

ことだけで精一杯 で、 わけ もわか らない うちに どん

どん 口が経 ってい きま した。新歓 合宿 の中では不安

でいっぱ いな私たちにいろい ろと優 し く教 えて くれ

る先輩たちを見て、 お互い を しっか りと認 め合 って

いて、みんな一人一 人す ご く伸 び伸び しているな あ

と感 じま した。そ して、 自分 もあんな風 にな りたい

な あと憧れたのを覚えてい ます。 そ して、授業 も始

ま り、気の合 う友達 もできて きて、今思 えぱそ んな

に授業はきつ くはなかったはずですが、そのときは

入学前に想像していた大学生活よりも忙 しく感 じ、

現実 とのギャヅプを感 じました。授業ではやはり高

校 と違い、将来の夢である看護師のために直接結び

つ くことを習い、専門的な技術 も少しずつ身につい

て来ました。初めてのテス トでは、先輩から情報を

得て、図書館などで黙 々と勉強 している人たちを見

て、自分もやらなきゃと思い、不安ながらも友達 と

共に励まし合いながら頑張 りました。実習用のナー

ス服に初めて袖を通 したときは、自然に気が引き締

まり、やる気が沸いたのを覚えています。初めての

病院実習では終始緊張 しながらも無事5日 間終え、

た くさんのことを現場で見て、実際に行って学ぶこ

とができ、モチベーシ ョンもすごく高まり、すご く

良い経験をさせていただきました。これからは実習

もた くさん入ってきて勉強も忙しくなってくるだろ

うと思いますが、将来の自分の姿を想像 しながら、

あきらめないで友達 と頑張ってやっていこうと思い

ます。



3月27日

日

日

叩

看 護 師 国 家 試 験 合 格 発 表

(本 学 合 格 者56名 、 合 格 率IOU,°ii)

保 健 師 国 家 試 験 合 格 発 表

(本 学 合 格 昌68名 、u格 率95.8%)

助 産 師 国 家 試 験u格 発 表

(不こ'≧デ:合拳各者2名1、 合牟各ノ率く100ρ6)

前 期 才受業1珊 女台

平 成15年 度 人学 式

医 学{/』i辛斤入㌧みト95名

看護 学 科 新 入 生EiO名

看護 学:科 第3it次 編 入学 生io名

1年 の あ ゆ み

16日 定 期健康診断

21～22日 医学 科 ・看護学科 新入生 合同研修会

(於 本学 看護学科棟)

23日

24日

圃
14日

21日

圃
13～15日

21日

圖
4～21日

定期健康、;参匪り〒

医師国家試験 合格発表

(本学 合格者93名 、 合格率9:3.906)

定期健康診断

定期健康1,参匪」〒

第29回 医 左祭

医科フ ェス タ20〔}3
'卜成15年 度医学 科第2年 次後 期編 入学 者

選抜試験

第50回 北海道地 区 人学 体育 左会

===L一 醒■■瞼」駄 星軌 μ・

r

跡""
'陥

当 番 大 学:北 海 道 大,.r

本学 参 加 種 目:陸L競 技(男 女)、 ～ll硬

式 野 球 、 ソ フ トテ ∴ ス(男 女)、 バ ス ケ

・ソ トボ ー一ル(男 女')、 バ レ ー ボ ー ル(男

女)、'リ'ッ カ ・一、 卓 球(男)、 バ ト ミン ト

ン(男 女)、 剣 道(男 女)、 弓 道(男 女)

成 績:準 優 勝 ソ フ トテ ∴ ス(男)

第1位 弓 道(女)

16～17日 平成15年 度 公 開 講 座

i白 立 を う な が す 介護 の ポ イン ト1

受 講 占参 加 型

24日 平成15年 度 医 学:科1茅∫2年 次 後 期 編 人"1:者

選 抜 試 験

28日 ・オ'・一一ノン ごへニーtンノミス

7月28日 ～ 第16回 東[本 医 科 学 生 総 合 体 育 人 会

8月15日(憂 季 部 門)

総 合L管 大 学:東 京 医 科 歯 科 大学

本 学 参 加 種[:陸L競 技(ワ 汝)、 準

硬 式 野 球 、 ヴ ニ ス(男 如 、 ソ フ トテ

ニ ス(労 女)、 中.球(男 女)、 バ レ ー ボ ー

ル(男 女)、 バ ト ミン トン(男 女)、 魑り

・ソカ ・一、 ノくス ケ ヅ ト;];-9レ(男 女) 、

柔 道 、 剣 道 、 弓 道 、 空 手(男)、 水 泳

(男 女)、 ハ ン ドボ ー ル 、 ゴ ル フ(男

女)、 ラ グ ビ ー

成 績:優 勝 ゴ ル フ(女)

準 優 勝 バ レー ボ ー ル(男)

バ ト ミン トン(男)、

ノくフ、ケr・ソ トガミー ノレ(男)、

弓 道

30日'F成15年 度 医 学 科 第2年 次 後 期 編 入.・i,f.

選 抜 試 験 含格 昔発 表

囮

27日 体 育 大 会(学 生 ⊥ 催)

29日 外 国 人留 学 生 夏 季 オ リエ ン テ ー シ ョ ン

(大 雪lll国 立 公 園 旭 岳 侃 泉)

参・加 」苦 留 学 生6名 、 留 学 ノ1と'家族6名

30日 音 楽 の 夕 ベ

ブ ラ ス ア ン サ ン ブ ル 、合 唱 部 、ギ ター 部 、

室 内u団 に よ る 附 属 病 院 ホ ー ル で の 合

同 演 奏 会
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9A _
24日r.成1駒 度解剖 体慰霊式

■ ■■■■■-■ ■■■

27日

30日

囮
1日

8日

16～30日

18～19日

25日

27日

'i成16年 度 石護学科第3年 次編 人学苦選

抜試験

"箋量・・i一十:"}をf、レ11己授 ∫ア)k

博L学 位記 被授 ケ者2名

修1:学 位 記被授与 昌1名

i成15年 度医学科第2イ1一次後期編 人学生

人学 式
'1ん成16イロ蔓看謹学科第3年 次編 入学 者選

抜試験n格 者発喪
・1人成15年 度公開講座

1救 急医療 一こん な ときどうLた らいい

の1
'1ん成16年 度AO人 試

'1ノ成16年 度 大学院 修1 .課程 石護i学専攻 入

学 者選抜試験

防 災訓練

29日

囮
4日

5日

29日

圖
6日

1

'iん成1fi年度AO入 試u格 者発表

'r成16身 度 人学院修 士課程 看護学 専攻 人

学 占選抜試験 台格 者発表

イぐ'}ζ二臼己、念日

i井1学30周イr高己,念一ノ・ヤー-7ノ、

開学30周 年記念式 典

平成16年 度椎 薦 人学者選抜試験

室 内合奏団 ツリスマ スコンサー ト(附 属

病院)
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病
10日

20日

21日

25日
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12日

13日

25日

圃
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馨
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'1乙成16年 度看護学科推薦 人学著選抜試験

合格者 発表

ギ ター部 グ リスマ フ、コンサ ー ト(附 属病

院)
ブr7ス ア ンサ ンブル、iill昌部

ケリスマ スコンサー ト(附 属1丙院)

博L学 位記授 し・式

博 卜学 位記被授 ケYl名

・1え成16年 度 人学 入学 者選抜 人学 入試セ ン

ー一試験

外国 人留学 牛 冬季交流 当業

(富良野 ス・ヤー場 、 人Ylイ1の 家)

参 加 占 留学 生4名 、留学生家族1名

i成lfi'1度 医学 科推 薦 ぺ1:名 選抜試験 合

格者 発表

悟成16fl度 人学院博1・"果程 人学1武験

平成16年 度第2次 試験(前 期 日程)

外国人留学牛 との懇談会及び交流 会

8日

12日

20日

25日

磯

蜘

'ド成16年 度第2次 試験(前 期 日程)合 格

者発表

平成16年 度第2次 試験(後 期iI程)
・F成16年 度第2次 試験(後 期 日程)

合格 者発表
・1冗b父15{卜1二学f航轟己キ逞与・∫覧

学十学位記被授 与著174名

(医学科108名 、看護学科fif_i)

修 上学位記被授 ケ者9名

博 上学位記被授与 者29名



禁煙にみる人間の意志と遺伝子支配の葛藤

第一内科 講師 大1崎 能 仲

学 内 が 禁 煙 に な 一・て 約2ヶ 月 に な り 主す,,喫 煙 者

の 皆 様 は 辛 い 毎 日 を 過 ごLて お ら れ る こ と と思 い ま

す 、、 本 学 に は ト イレ で こ っ そ り一 服 し た り 、 誰 も居

な い カ ン ソ ァ レ ン ス ノレー ム で 窓 を 開 放 し て 吸 う よ う

な 人 は い な い と思 い ま す 。Jl喫 煙 者 は 煙 草 の に お い

に 非 常 に 敏 感 で 、1レ ー1レ違 反 は す ぐに わ か っ て し 主

う も(ノ)で冒」一。 煙 苧 が 癌(/)原 因 甲(沼ろる こ と や 、 他o「)人

の 健 康 被 害 の 原lklに な る こ と は よ く理 解 さ れ て い る

は ず で す が 、 習 慣 枡 喫 煙 か ら 抜 け 出 せ な い 、 あ る い

1よイ女け 川 そ う と[な い 人 が い る び)も事'ノξで す 。 こ こ

で は1自 分 だ け が や め ら れ な い1と う つ 状 熊 に な る

前{、二、/エこ一匡鯉1苧 力・ら 離i}∫兎}Cき でヌ～・カ・{こ…八 ドC考 え'C

み、た い と思 い 、主すU

た い て い の 場 合 は 、 友 人 や 先 輩 や 大 人 の ま ね をL

て 、 ら エ ・と[た 理 由 で な ん と な く喫 煙 が 開 始 され

虫す し,初 め は1回 か21111お そ る お そ る 肺 に 州iを 人 れ

て み て 、 だ ん だ ん ・・佃吸 え る よ う に な り、 そ'のな か

で 喫 煙 の 生 物,.'r'll・1や心Fll的 な 影xn)sが持 続 す る 人 が 習

慣 性 喫 煙 若 に オ頁る と い わ れ て い ま す 。 喫 煙 を 習 慣 に

す る こ と で ニ コ ・∫'ン依 存 症 と な り。 習 慣 性 喫 煙 者 の

3006が 毎 年 煙i5r:を やu)よ う と し ます が 、 そ の1000以

ドし か 禁'勲「'「(きな い と い う 報lllも ～{うり ま す 。

双1L児 を 対 象 と し た 喫 煙 習 慣 の 研 究 で は 、 喫 煙 の

開 始 、 二ニコ ・∫ン 依fr二庄 の 個lil、 喫 煙 習 慣 の 継 続 に 関

し て 遺 伝 的 な 要 素 か 存 在 す る こ と が 示 さ れ て い ま

す,,な か で も ニ コ チ ン 依 存 び)遺 伝 的 な 傾 向 が 強 ㌧、と

指 摘 され て い ま す 。 も ら う ん 、 喫 煙 習 慣 の す べ て が

遺 伝 的 に 芝配 さ れ て い る わ け で は な く、 そ の 人の 個

性 や 取 り 巻 く社 会 環 境 も 影 響 し ま す 。LかL、 こ れ

らの 要 素 を 除 い て も 、 遺 伝 的 素 因 が 有意 に 存 在 す る

と さ 才1・く)(ノ)一(二一・f幽。

喫 煙 習 慣 び)遺 伝 的 傾 向 が 小 さ れ た 結 果 、 関 連 す る

遺 伝f(わ1司 定 が 試 み ら れ ま1,た 。 初 め に 、 ドパ ミン

情 報 伝 達 系 に 関 連 し た 遺 伝 子 が 対 象 に さ れ 皮 した 。

そ の 即 由 は 、 薬 物 中 毒患 渚で ドバ ミン 情 報 伝 達 系 に

変 化 が み ら れ る こ と 、 こ コ ー∫ ン ー ア セ チ ノしコ リ ン 受

容 体 が ド パ ミン 系 神 経 細 胞 に 多 く発 現LてL・ る こ と

な ど で 凱,ド パ ミン情 報 伝 達 系 の 検 討 で は 、 喫 煙 名

(ノ)ドパ ミン2受 容f4～遺 伝 了一(D1～D2)にA1ア1Dし

を 持 つ も の が 多 く、 川 ～D1やDRDSも 喫 煙 習 慣 と 関

連 ず る と 報 告 さ れ て ㌧・ま す 。 ま た 、 ド パ ミン ト=ノン

ス ボ ー7一 遺 伝 子 のSLCfiA:iに9り ピー ト を持 つ も

の が 喫 煙 者 に な りや ず い と報 告 され て い ます 、,ド パ

ミン 情 報 伝 達 系 以 外 で は 、 モ ノア ミン オ キ シ グー・ゼ

遺f!-、fな ど の 検 討 が あ り ます が 、 明 ら か な 傾 向 は み

ら れ て い ま せ んQセ ロ トニ ン 調 節 系 の 遺 伝fは 、 抑

う つ や 丁 安 な と の 精 神 症 状 に 関 連 す る と 考 え られ て

い ま す 。禁 煙 す る と4<安 が 強 い た め に 喫 煙 す る 人 は 、

セ ロ トニ ン 調 節 系 の 遺 伝 飼)511T7乳P1ぜ の 多 型 性 、1二

相 関 し た と報 告 さ れ て い ま す,,

ニ コ ザ ン で は 、12種 業貞び)異 な')た(Y、17r'ゾ ご1・ニ

ッ トか ら 構 成 さ れ る ニ コ チ ン ア セ チ ル コ リ ン 受 容

体f,"itし た 特 異 的 な 情 報 伝 達 系 の 存 在 が 知 ら れ て い

ま す 。 実 験 動 物 の 出 生 前 に 煙 草 の 煙 を 負 荷 す る と、

ニ コ イ ン ー ア セ ず ル コ リ ン 受 容 体 の 発 現 力・」曽〃ll・」曹る

と 報 告 さ れ て い ますnま た 、 喫 姉 名で は 非 喫 煙 者 よ

り も ニ コ チ ン ア セ チ ル コIJン 受 容 体 の 発現 が 高 い

と さ れ て い ま す 、,こ の 受 容 体 は 中 枢 神 経 系 に 広 くり〉

布 す る こ と か ら、 ニ コ チ ン 中,}'と ・リ ブ'1.'.・ソ ト構 成

rl)関連 が 注 口 され て ㌧、ま す 。 ま た 、 ∴ コ チ ン 依 存二症

で は ニ コ チ ン 代 謝 が 異 な っ て い る と い うf反設 か ら 、

こ.:」一∫ ン 代 謝 に 関 連 す,,遺{ム1㌦ のCyP2All、L'1'1'

2Dθ が 側 究 さ れ て い ま す が 、 こ こ で は ・定4)傾 向 は

み ら れ て い ませ ん 。

以 卜(ノ)よう に二、 双 ノ1.児でノ)研'先D気果 力、らII契州1(ノ)」宣仁、

白勺素 レ団力～弓1貧く ・パ1唆1、き才ビぐ㌧・ま4一力・、'CU)巴1(了「」遺レく」㌦

と い う 点 か ら み る と 明 確 な 解 答 は 得 ら れ て い ま せ

メし。 ニ コ ・∫ン の 薬 理 作 川 は ノル ェ ピ ネ フ リ ン 、 セ ロ

ト∴ ン やGABAな と を 介Lた 複 雑 な も の で 、 ニ コ

イ ン 依 存 の 程 度 は こ れ ら び)情 報 伝 達 系 遺 仕、j㍗)遺 伝

子 多型 桝{こ よ る も び)と 考凸え一られ 甘(一い ま す 。)璽 ノ忠 く、

ド パ ミ ン 受 容 体 遺 伝 子 の1)RD:,'にA1ア リ ル を 持

r,、 ドパ ミン トラ ン ス ボ ー ター 遺 伝 ∫'のSLC6/1'ナ に

9リ ピ ー トが あ り 、 セ ロ トニ ン 調 節 系 の 遺 伝fの

511TTLPRに 多 型 性 が あ り、 中 枢 神 経 系 で の ニ コ イ

ン ー ア セ チ1レ コ リ ン受 容 体 の 発 現 が 増 強L、 ニ ョ チ

ン 代 謝 遺 伝fの 機 能 が 変 化 し一て い る 人 か な 凶、とな く

喫 煙 を 開 始 す る と 、 未 来 永 劫 そ の 子 孫 に 至 る ま て 絶

対 に 煙1∵ゴか ら開 放 され な い の か もLれ ま せん 。 人 間

の 意 志 が 遺 伝 子 に よ っ て 定 め ら れ た 運 命 を 変 え そ,こ

、1二7う、丁ぐきr)〔ノ)カ・、 まt二、 こ 才llこ禁 有洒タト来 力・ど び)1 、う

に 関 わ る の か 興 味 が あ り ま す が 、 残 念 な が ら 紙 面 が

尽 き て し ま い ま し た 。 字 数 の 関 係 でxか 引 川 で き

ま せhで し た が 、 興 味 の あ る 〃 はAmJMedGellet

118B:18-51、20〔}:3、JEpicicmiol1:3:18.3-19?、`?00:3

を ご 参 考 く だ さい 。
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ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

A
強

看護学科第2学 年 田 丸 杏 奈

2年 生の夏 休み、私 は 「旭 川肢

体 不 白由 児 者父母の 会1が ⊥ 催す

る一泊 ㌃日の 逼療 育キ ャンプモに、

学 生ボ ランテrア とLて 参 加Lま

した。 部活動 が縁 で、旭 川巾障害

fl1N1祉セ ン クーか ら、熱心 にボ ラ

ンテ でア 募集の お知 らせ を頂 き、

1自 分 に も で き る こ とが あ っ た ら 出 掛 け て み よ う か

な1と 思 い 虫Lた 、,ボ ラ ン うーfア に 関 心 を 持 っ て い

た こ と、 自 分 の 経 験 を 積 め る こ と、 な との 期 待 感 か

ら 、 友 人 や 後 鞘 達 と参 加Lた の で す,,

参 加 者は 、 脳1ゾ1麻 痺 な と の 障 害 を も 一・て い る ノ∫々

と そ の 親 御 さ ん 、 医 師 や 石護 師 、 学 生 ボ ラ ン テ ィア

る∫r挙め 、/i.,`./1.IIIで数 卜人 で す 。%ii療 と レ ク リ ェ・一シ ョ

ン を 兼 ね て 登 別 に 行'き ま した 。

最 初 は と て も緊 張 し、 何 を し た ら い い の か 戸 惑 い

まLた 、,そ ん な 中 、 参 加 若の お 母 さ ん か ら1私 が 死

んだ ら、 この子は どうなって1ま うの だろう1と い

う声が聞 こズ.ました。障害 がある子供 を もつ親の 呂:

Jや 不安が、ひ しひ しと伝 わって きま1た 。私 には

とうす ることもで きませんが、 少 しでも役に立 らた

い とい う想 いか ら、 自然 とflllをした らいい(ノ)かを 見

つけてい きま した。 同行 していた石護師 さん と入浴

介1リリを行 った時 は、 具体的 に 介助 ノゴ法 を教 えていた

だ ぎま した。看護 師を[指 す私に とって、 とて も勉

強にな りまLた 。

この ・泊 一凋 の ミ療 育キ ャンプミは残念なが ら κ

候には恵 まれ よぜんで したが、多くの 人 々と出 会い、

ぶれあい、共に楽 しい時 間を過 ごす こ とがで きま し

た、,福祉の現場 の声を実際 に聞 いた り、体感 した こ

とは、私の今後の学 習意 欲を増 す、 よい経験 にな り

ました。 ボr1ン テ ィア活動 は、決 して相 ヂにIlllか1

てあげ るだけでな く、 自分 自身 に と一)ても、プラ ス

にな るものだ と感Lて い ます。 これか らも、いろい

ろなボラ ンテ ィアに参加L、 白分を磨いてい きたい

です。

1・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・o・ 一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一.一 ・一 ●一 ・一 ・一 ●o・ 一 ●一 ●一 ・一 ●一 ・一 ●一 。一 ●一 。一 。一 ●一 。一 ●一 ●一 。一 ・一 ●o・ 一 ・一 ●鱒 ・一 ●一 ・一 ●「
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一
1月20日 臨床第 ・講義室 において、第 ・内科の

左1崎講師に より禁煙 に関す る講演 会が行われ ま し

た、,

煙'1㌧:の害 についての話か ら、禁煙の難Lさ とL

て、生活習慣 にな・)てい る而 と、ニコチ ンによる

薬剤面か ら興味深 い話 を聞かせて くれ まLた 、,

やめる ことが難 しいので、途 中で喫煙LてLま

っても恥 ずか しいことではな く、 そこか ら再び禁

煙 を続け ることが大事です と勧 め られま した。

この とき、 イギ リスの逸 話を思 い出Lま した,,

A氏 禁煙 は難Lい ものですなあ。

L'1Cあ んな簡 単な ものはない。私は 今 までに何

度 禁煙Lた かわからない。

(学生課) 講演する大崎講師
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準成掻攣欝哲鰯攣1攣斐搬機鵜奨學塗の募集にういで

日本学生支援機構(旧 日本育英会)は 、優秀な学

生で経済的な理由で就学困難な者に学資を貸5一して

います。

本学では、 日本学生支援機構からの推薦依頼に基

づき、出願者の種々の条件を考慮して選考を行い、

口本学生支援機構へ推薦します。ただし、日本学生

支援機構では奨学金貸与の種別ごとに推薦基準が定

められており、その資格があっても採用枠の関係で

推薦できない場合があります。

申し込み方法はインターネット(ス カラネット)

による申込みです。学生募集要項及び申し込み方法

の説明会を4月12日(月)・13日(火)午 後5時30

分から第7講 義室において実施 します。希望者は集

合してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資

の支弁に困難な事情が生 じた場合は、専門職員(厚

生担当)に 相談して ください。一
本学が薦めている保険の概要は、下図の とおりです。

r③ 挙生
・生從総合保険A・Bタ イプ ※3階 部分

内 容

一

傷害 ・損害賠償を24時間補償&針 刺し事故を補償

補 償

金 額

掛 金
一

加 入

の

是 非

皿}一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1

死亡=補償金Aタ イプ500万 円Bタ イプ300万 円

対 人 賠 償Aタ イプ5,000万 円Bタ イプ3,000万 円

対 物 賠 償Aタ イプ5,000万 円Bタ イプ3,000万11」

針刺 事故の予防 ・治療費=補償1事 故500万 円

学生生活の しおりを参照して ください。
一

看護学科/医 学科第1～4学 年 任意

医学科5・6学 年 全員加入(臨 床実習4)た め)

※学生教育研究災害傷害保険及び医学生教育研究賠償責任保険(医 学

賠)に 加入 していること。

② 医学生教育研究賠償責任保険(医 学賠)※2階 部分

内 容

一 一

正課中、学校行事中、通学中に、他人にケガをさせた り、他人の財物

を壊 したことにより被る法律上の損害賠償を補償

補 償

金 額

対 人 賠 償1名1事 故1億 円

対 物 賠 償1事 故250万 円
一

掛 金 6年 間4,800円4年 間3,2UU円

加 入

の

是 非

平成15年 度以降入学者 全員

医学科5・6学 年 全員(臨 床実習のため)

医学科 ・看護学科第3～4学 年 任意

※学生教育研究災害傷害保険に加入していること

① 挙生敏育研窺災讐儲 保険(学 研災)※1階 都分

内 容

一

正課申、謙外活動中、通学中及び学校行事中に本人が傷害等の事故に

あった場禽一

補 償

金 額

一

死亡補償金 正課中2,000万 円

課外活動中1,000万Ill

傷害補償金 正課中 治療 日数4日 以上から

課外活動中 治療 日数14日 以上から

入院1日4,000円

加入の

是 非

入学時全員加入

※現在第3～4学 年は正課中死亡時1,200万 円

本学では、学生諸

君の学生生活及び日

常生活に対して左図

のような保険を用意

して、加入を薦めて

おります。

①学生教育研究災害

保険(学 研災)は 、

学生生活中に負った

本人の傷害等の保険

です。全員加入とし

ております。

②医学生教育研究賠

償責任保険(医学賠)

は、学生生活中に他

人から損害賠償を求

められた場合の賠償

補償保険です。新入

生は全員加入 として

おります。

③学生 ・生徒総合保

険A・Bタ イプは、

日常生活24時 間をカ

バーする傷害保険 と

賠償補償保険です。

加入は任意ですが、

医学科5・6学 年は

臨床実習に備え全員

加 入 と してお りま

す。

詳細については、学生課専門職員にお尋ね願います。
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平成怖年度前期分授業料免除及び莚納 ・分納にう熔慰轡

平成16年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を希

望する学生で、免除基準のいずれかに該当すると思

われる者は、学生課専門職員(厚 生担当)か ら必要

書類を受け取 り、申請期間内に提出して ください。

免除基準の概要はつぎの とおりです。

○経済的理由で授業料納入が困難であ り、かつ学力

優秀 と認められる場合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が死

亡、又は風水害等の災害を受け、授業料納付が著

しく困難であると認め られる場合

なお、 この こ とについては、公用掲示板 に も掲示

してあ りますので確認 して ください。

また、不明な点は、学 生課専 門職 員(厚 生担 当)

に問い合わせ願います。

lil請期間 在学 生 平成16年3月31日(水)

(期限厳守)新 入生 平成16年4月21日(水)

※注意 今年度より授業料滞納者の授業料免除申請

は、受理 しないことになっておりますので注

意して ください。

へ

本学学則に"授 業料の納付を怠 り、督促 してもな

お納付しない者は除籍する"と規定 してあ りますが、

この規定の運用についてより明確にするために、授

業料を2期 滞納 し所定の期日までに納入されない場

合には、除籍することとな りました。

この取扱いは、平成17年4月1日 において2期 以

上滞納している場合、平成17年9月30日 をもって除

籍 とな ります。

以後6か 月(授 業料納期)ご とに適用されますの

で、授業料の支払計画はきちんと立てて ください。

なお、授業料納入が困難な事態が予想される場合

は、早めに学生課窓口でご相談 ください。

F

一
今年度から学生諸君の修学意欲を向上させるとと

もに、課外活動等社会活動にも活発に参加して充実

した学生生活をおくる契機 となることを期待して、

学業成績の優秀な学生や課外活動等において顕著な

成果を挙げた学生及び学生団体を表彰する制度がで

きました。

○学業成績優秀者の具体的な例 として

1)医 学科6年 間通算して学業成績が第1位 及び

第2位 の者

2)看 護学科4年 間通算 して学業成績が第1位 及

び第2位 の者

3)編 入学生については、卒業時における各学科

の編入学生の中で第1位 の者

○課外活動で特に顕著な成果を挙げた者の例 として

1)オ リンピック、ユニバシアー ド大会等国際規

模の競技会、展覧会に出場又は出展した場合

2)国 民体育大会、全日本大学選手権等の全日本

規模の競技会、展覧会に出場又は出展して3位

以内に入賞等した場合

3)東 医体、地区体等の地区大会規模の競技会、

展覧会に出場又は出展して優勝した場合

○社会活動等で特に顕著な成果を挙げた者の例とし

て

1)公 共団体等から表彰を受け、社会的に特に高

い評価を得たもの

2)新 聞、雑誌等に掲載され、社会的に特に高い

評価を得たもの

3)人 命救助、災害救助等に貢献 したもの

等ですが、これらの実施は学年担当教官又は学生団

体顧問教官からの推薦に基づき、教務 ・厚生委員会

が審査 し、表彰に該当するとなれば学長から表彰状

が授与されます。

一19一
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科 目等履修生について

本学 では、'F成16年 度 よ り科 目等履修生の受 入れ

ろ!㌧・ノ:二しま旨弓斬、,

この制度 は、本学学生以外の 方を対象 とし、 本学

で開講 される授 業科 目を履修 した上、試験 の結果等

に より単位 を認定 、授与す るものです。

医学 部医学科 においては基礎教育科 日、看護学 科

においては ・般 基礎 科 目で、 それぞれ授業担当教官

が履修を認めた科il、大学院医学 系研究科修十課程、

博L課 程 に お い て は 授 業 担 当 教 官 が 履 修 を 認 め た 科

目 と し ま'ず、,

詳 細 に つ い て は 、 本学 学 生 課0166-fi8-2206(学

部)、0166-68-2207(大 学 院)cこ 才5「it]/・合tiく プこ三

さ い 。

な お 、 本学 の ホ ー ム ペ ー ジ ・学 生 課 → お 知 ら せ ・

科 目 等 履 修 生 に て も ご 案 内 し て お り ます,,

(学 生 課)

平成15年 度 外 国 人留 学 生 冬 季 交 流 事 業 が 、2月(i

日(金)・7口(⊥)に か け て 行 わ れ 、 在 籍 留 学 生

10人 中4人 と、 そ の 家 族4人 、 職 員,,,,人の 言Il1人 が

参 ノ」口し まL/1二 、,

こ の 事 業 は 、 北 海 道 の 冬 の ス ポ ー ツ 、 ス キ ー を 通

して 雪 や 寒 さ の 中 で の 楽 し み を 知 っ て も ら う と 共

に 、 留 学 生 同 晋:の交1弄己や 「肖=年の':1を 利 用 す る 研

修1Lの 人達 と の ぶ れ あ い を[的 に 、 今 年 で41u旧 の

実 施 で し た 。

今 イ1も富 良 野 ス キ ー一場 ま で 足 を 仲 ばL、 曇 り空 で

は あ り ま し た が 吹 雪 に 遭 う こ と も な く無 夢}iにス キ ー

や ス ノー ボ ー ドを 楽 し.め まL.た 。

タ ノ∫か ら は 人雪 青 年 の 家 に 移 動 し 、 交 流 会 をfJい

虫 し た 。

他の研修 妻,劇

団体がなか

',た た め 、

見学 に 来 ら 聯

哺 鐵
懸 徐 雨

れたノノ達 と 署

魑

静

駕

,

禰掌

聾

bつよじ

ノ
＼つじに

を設施

見る巾がで ご 鴬

鷺鎌

き まL、 た 。

翌 目 は1の 家 で 、 水 泳 、 卓 球 、 バ ド ミン トン

等 、 思 い 思 い の ス ボ ー'ソ を 楽 し ん で い まLた 。

(学 生111)

3月i日 か ら建物 内 ・屋外 を問わず 、本学の敷地

内では全面禁煙 とな りま した。室内、廊 下、休憩=卜 一
一1・一

、附 属病院 を 含め た建物 内全て とグラウン ド、

駐 卓場 、芝 生を 含め た屋 外の敷地、 本学の どの場 所

であって も喫煙 はで きよぜん。

u好 品 であるな ら、吸 う、吸わないは木 人の 白由

とも思 わx:r:す が、吸 いた くな い人の所へ も煙 は流

れ ます、,

旭lll市の 小学校 、中学校は1/Jl口 か ら敷地 内の

全面禁煙 が決め られ まLた 。

人の病 気を治す、健康を管理 する医師 、石護師を

養成 する医科 人学 として も同様 に模範 を示 して禁煙

としました0

20年 以1.も 前 「か ぐらおか」 第10レナに 「医学 生は

タバコをやめ よ」 と寄 稿 された名誉教授の提llが こ

の ような形で実現す ることとな りま1,た 。

(学生課)一
'1ん成15年 度博十学位記授与式が

、12月25日(木)氏 が博+(医 学)の 学位 を授与 され ま[一た。

午前10時 か ら第2会 議室 において行われ、 左谷 克城(学 生課)
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病 院 ロ ビー に ての ク リス マ ス コ ンサ ー ト 4題

1.室 内 合 奏 団 一全 員 が サ ン タ ク ロ ー ス 、 ボ ー カ ル 付 き 一

や や 早 め で す が 、12月6日(D午 後3時 か ら ト ップ 祉 切 っ

て 室 内II団 に よ る ク リ ス マ ス コ ン+r-一 トカ、itわ れ ま し た,,今

年 は12月 と い うび)に 雪 が 遅 れ て い まLた が 、 数 日 前 か ら雪 が 降

り ホ ワ イ ト グ リ ス マ ス の ム ー ドに な り ま し た 、,

ス テ ー ジ を 見 る と赤 い 衣 装 に 赤 い 巾冒子 、 サ ンJ/グ[一 一`/の 合

奏 団 で した 。

女 性 サ ン タ ク ロ ・一ス の ボ ー一カ ル と}i:に ク リ1に らな ん だ

曲 が 披 露 され まLた 。 何 と な く硬 い イ み 一ジ の 弦 楽 器 で す が 、

今 回 は 親Lみ や す く 目 と 月 の 両 方 か ら 楽 し ま せ て くれ た コ ン

サ ー トでLた 、,

2.ギ タ ー 部 一 力 ジ ュ ア ル に 一 生 懸 命 に 一

12月20日(i)午 後3時 か ら は ギ クー 部 の コ ン ・り一一トが 行 わ

れ ま1た 。

音楽 に は 必 ♂ と,,'、 て よ い は ど 登 場 す るNI11、 ギ7-一 の 演 奏

を じ っ く り と聴 い て 欲 し い と い う 姿 勢 が 伝 わ っ て 来 ま し た 。 全

員 に よ る 合 奏 に 始 ま り、 前'トは し っ と り と聴 か せ る ギ ター の 合

奏 と独 奏 、 後'rは ポ ピ ュ ラ ー な 歌 を 交 え 親 し み や す い 演 奏 で 、
b々 ナ ー レはL/歌109番SilelltNighl(清 し こ の 夜)で グ リ ス

マ ス の 雰1用 気 を 味 わ せ て くれ ま し た 。

3.ブ ラスアンサ ンブル ー息吹 と迫 力の3部 構 成 一

煮

顧撒

想
廊
嵐

・講

炉舞 遡 、

〆 ㌦

4.合 唱 部 一 皆 さ ん 楽 しみ ま し ょ う 一

同 じ 口の 午 後7時 か ら は 、合 唱 部 の コ ン ・り一・トが 行 わ れ ま し.た。

人 の 声 に よ る 音 楽 は 、 独 特 の 柔 ら か さ を 感 じ さ せ ま す,,一 人

ひ と りの1層↑声 が 楽 器 に な り 、 ハ ー モ ニ ー を 聴 か せ る と い う の は

最 も 贅 沢 な 音楽 か も 知 れ ませ ん 。 ・

混 声 合 唱 で 始 ま り 、 女性 ヨ ー ラ ス の と き に は 男 桝 の 指 揮 、 男

性 コ ー ラ ス で は 女性 の 指 揮 と 協 力L合 一・て い る 姿 に は 、 好 感 が`'

持薪 播
卿 。以 とけ 鮒 、登場し、にこやかにグ涯

ス も 披 露 し て くれ まLた 。 リ ズ ム に 合 わ せ た ダ ン ス か ら 袋 を 開 レa

-t
、 プ レ ゼ ン トを 配 り始 め る の は 絶 妙 で し た 。 コ ン サ ー ト(/)終 ・

圏短

躍
4繰 鄭

、野、

12月21目(日)は ノ1'後3時 か ら ブ ラ ス ア ン サ ン ブ ル の,1ン サ ー

田
トが 行われ よした。挨拶 代わ りにデfズ ニ ー ・メドレーで始 虫

り、寡 囲気に呑 まれた ところで挨 拶 に切 り替える とい う巧み.な

壌撚穫鰻 彰驚 礁郷1戴嚇 継
1サ ン タ グ ロ ー ス に 変 身 し グ リ ス マ ス に ら な ん た 曲11

、 観 客 に 高

齢 者の 方4,お ら れ た の で 美 空 ひ ば り メ ドレ ・一か 演 奏 され 、 管 楽

器 に も よ く訓」和 し て い ま した,,

ク リ ス マ ス の 山 で フ ィナ ー レ と な り ま し た か 、 次 々 に ジ ャ ン

ノしを 変 え 時 間 を 忘 れ る 演 出 に 「ブ ラ ボ ー1の 声 が か か り:貝 た ∩

1_

n

捻必
噛
諌

"
韓

の
ハ

醤

騒1
酷撫嚇L

ヴ》毒噺 銭》吻
・,も 鑑 絶 瀞♂

了後には全員が通路 に並び、帰 られ る観客一 人ひ とりにお礼を述べてい ました。

卿

きね ま 　

i→彗 晶ザ

縣 瀞
罐

触
冒,も 襯 榔 伽 酌

各部 とも趣向を凝 らL、 演奏 とfl:にケ1Jス マ スの定 番のサ ン ダグ[-r,の 扮装 やヲ レゼ ン トによ り、患 苦

さんの気分 を盛 り一ヒげて いました。 気分転換 が 人きな効 果 とな って回復に役 、Zって欲Lい という、心 くば り

でLた 、,

医師のコ ゴを描 いたテ レビ ドラマ 「白い巨塔1の エンデ でングテーマ、ア メー ジンゲグレースを室 内u-;.

団によるボ・一カル と合01「1部による混声 合唱で聴 けま したQ演 奏の違 いに よ り別 々に2曲 聴 くことが出来 た気

分でLた が、マ スコ ミに取 りEげ られ ることの 多かった医学 部にあ って、 自分たちは患者 さんを思 いやる医

師、看護師 を[指Lて いる とい う姿勢 を言葉 以Lに 演 奏によって示 して くれた と思 い ます。(学 生課)
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採 用H16.1.1経 営企画部 助教授 柴山 純一

昇 任H16.2,1精 神医学講座 助教授 布村 明彦

昇 任H16.3.1生 化学第二講座 助教授 大保 貴嗣

昇 任Hl6。3.1麻 酔・蘇生学講座

配 置換H16.3.1保 健管理センター

転 出H16.3.1市 立旭川病院へ

助教授 高畑 治

講 師 川村祐一郎

講 師 武井 明

本学の駐車場は、かな りの広さがありますが、車

の普及により手狭な状態になっており許可のない車

が来ても、駐車するスペースは全 くありません。

不法駐車により除雪作業においては著 しく邪魔に

なり、大型車が通れずに困っていることもあります。

違反者については、その都度注意をしているところ

ですが、何度か注意を受けながら違反を繰 り返して

いた者が数名おり、悪質な違反者 として副学長から

厳重注意処分を受けました。

バ ス等の交通機関を利用 し駐車違反をな くすよ

う、各自の良識を望みます。

(学生課)

[========一 ________二]

駕
病理学第a座

教授 小 川 勝 洋

「かぐらおか」は本学の学内広報誌 として開学以

来115号 発刊されている。学艮をはじめ学内の様 々

な方hか ら寄稿があり、また学内の重要な出来事が

記事になるから読む側にとっては毎号大いに楽しみ

である。

「かぐらおか」については広報誌編集委 員会が編

集の企画立案を担当することになってお り、従来附

属図書館長がこの委員会を担当していた関係で自分

が関わることになった。 しかし、この委員会は今年

度いっぱいで廃止になることにな り、そのあ とは事

務局で編集 ・発行を担当するこ とになる予定であ

る。

現在、国立大学法人化に伴って学内に多数ある各

種委員会の見直しが行われている。これは、大学運

営のために教員が多大な時間 と労力をさかれている

現状を改め、「教員が本来の使命である研究、教育

及び診療に専念できる体制」をつくるために、現行
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の各種委員会等を統廃合するなどして極力少なくす

る方向で検討すること、及び事務職員等が教員と連

携協力 して大学運営の企画立案に積極的に参画でき

る体制を整備することを 目的 とした改革である。

「かぐらおか」の編集についていうと学生課の担当

の方が企画立案をして下さっていて編集委員会はそ

れを追認して各寄稿者に記事依頼をするだけになっ

ているから、広報誌編集委員会は必要ないというの

は妥当な判断である。

大学の運営には数多くの課題が山積するから、そ

れらすべてを合議の上で処理 しようとすると大変な

時間 と労力がかかるし、個人個人の責任が薄まる。

しかし、一方、課題を個人まかせにすると、時には

間違いや トラブルの種にな りかねない。「民主主義」

と 「合理性 ・効率性」はときには相反する頭の痛い

命題である。国立大学法人化のメイソテーマである

「競争的環境の中で個性輝 く大学」を目指すために

は学内のあらゆる方々の力の結集が必要であるが、

それには個人個人のやる気 と 、

知恵 と善意に依存する ところ

がますます大きくなる。
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